
探 究 学 習 × 自 然 体 験
大 浦 川 再 生 型 ツ ー リ ズ ム
カ ヤ ッ ク 体 験 プ ロ グ ラ ム

本プログラムは、自然体験を“思い出”で終わらせず、

自然・地域・社会のつながりを考え、関われる

探究学習として設計された教育旅行です。
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大 浦 川 再 生 型 ツ ー リ ズ ム で 展 開 す る 体 験 型 プ ロ グ ラ ム は 、  

従 来 の 「 見 る ・ 楽 し む 」 観 光 で は な く 、  

感 じ る  →  考 え る  →  関 わ る  と い う 体 験 プ ロ セ ス を 通 じ て 、  

学 ぶ 喜 び ・ つ な が る 幸 せ を 感 じ 、 生 き る 力 を 育 む こ と を 大 事 に し て い ま す 。  

私たちのコンセプト

心が動き、心に残る

ここでしか得られない体験と学びが

生徒一人ひとりと

地域の未来を豊かにする
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豊かな自然環境とやんばる特有のコミュニティが残るこの地域で、郷土愛をベースに地域の未来をつくっていこうと立ち上がった

住民たちのチャレンジを推進する拠点が「わんさか大浦パーク」です。豊かなフィールド、複雑な課題と想いある人が関わる状況

があるからこそ、多様な探究テーマをリアルな体験を通して深めることができます。

名護東海岸久志地域・わんさか大浦パークの特徴

第1章 なぜ教育旅行・探究学習に取り組むのか

潮の満ち引きで表情を変えるマングローブは、

名護市指定文化財。亜熱帯ならではの豊かな生

態系や地域とのつながりを間近で体感できる、

他にはない学びのフィールドです。

沖 縄 本 島 最 大 級 の
マ ン グ ロ ー ブ

わんさか大浦パークは、久志地域の10集落が資金

を出し合い、共同で運営する地域交流拠点です。

観光が地域の暮らしを支える再生型ツーリズムを

実践しています。

1 0 の 集 落 が 協 働 す る
地 域 づ く り

わんさか大浦パークでは、地域で育てられた農作

物の直売所や特産品の加工・販売を通して、地域

経済が循環する仕組みづくり・来訪者が地域とつ

ながる接点づくりを行っています。

地 域 の 魅 力 を 継 承 す る
た め の 取 り 組 み
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この地域が力を入れる理由：続く学びとつながり

第1章 なぜ教育旅行・探究学習に取り組むのか

出会い 再訪
第二の
ふるさとへ

繋がり
続ける

体験

行動

・修学旅行で地域を知る
・自然や文化に触れ、考える
・地域への興味関心を持つ

・観光で沖縄に来た時に立ち寄れる
・学生、社会人になっても関われる
ボランティアやインターンなど参加
や学びの機会の提供

・訪れるたびに地域の人との絆が
深まる
・地域を応援したくなる
・大切な人を連れて行きたくなる

・離れていても関わり続ける
・移住や第二の拠点として暮らす
・地域で働いたり、起業する

一
度
の
出
会
い
か
ら
一
生
の
関
係
へ

「*いちゃりばちょーでー」の心を大切に、わんさか大浦パークでは、修学旅行だけで学びが終わるのではなく、様々

なライフステージに合わせた参加の機会を提供することで、学びとつながりが継続し、訪れた人も地域も豊かになって

いく関係性づくりを大切にしています。

5
*「一度会ったら皆兄弟」を意味する、出会いや絆を大切にする沖縄の精神文化を表す言葉

沖縄の言葉には、さようならを意味する言葉がなく、またやーさい（また会おうね）と言ってお別れします



来訪者が関われる機会づくり

第1章 なぜ教育旅行・探究学習に取り組むのか

わんさか大浦パークが位置する久志地域では豊かな自然

やコミュニティが受け継がれている一方で、これまで急

速に人口が減少し、学校の統合、売店の閉店、伝統行事

の消滅など様々な過疎化の問題に直面しています。

修学旅行を通した楽しい思い出づくり、探究や体験活動

が地域に還元される仕組みを作っており、より良い地域

づくりへと繋がっていきます。

また、参加者がそれらを感じられる工夫も体験や情報発

信を通して行っています。

「学び、一生の思い出」
＝

「生徒一人ひとりと地域の未来をつくる」

体験する感じる

考える

記録する データ化

修学旅行

体験料の一部は

環境協力金に
自然環境・風景

の保全

豊かなつながり

持続的な

地域づくり

質の高い体験・探究学習が可能に 参加することで自然と地域がもっと豊かに

来訪者の関わり

地域経済循環

未来への希望
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まずは生徒1人ひとりが自然と触れ合う中で五感を開いて「楽しい」と感じていただくことを大事にしています。

メインプログラムの、沖縄本島最大級のマングローブをカヤックでゆったりと漕ぎ進む体験では、

自然の音や風を感じ、生き物との思わぬ出会いなどここでしか味わえない特別な時間となっていきます。 

沖縄でも屈指の人気プログラム -カヤック体験-

第2章 この地域だからこそ生まれる“問い”

①初心者・泳げなくても安心！

②少人数制なので1人1人のペースで大丈夫！

③経験豊富な地元ガイド

カヤックが初めての方でも、安定性の高いカヤックとライフジャケット着用

で安心安全！安心して楽しめます。 

2人1組のペアで、５艇につきガイドが1名つくため、一人ひとりのペースに

合わせて進みます。

安全管理やガイディングなどのトレーニングを積み重ね、普段から一般

旅行者・団体向けにガイディングをしている経験豊富なガイドがご案内

します。
7



感じる 考える 関わる
自然とつながる癒しと感動の体験 自然・暮らし・経済の関係 つながる幸せと貢献感01 02 03
・マングローブ林、汽水域、生き物、音、匂い、風、

　地域の営みなどを五感で体感。

・ガイドは知識の説明者ではなく、気づきを

　促す伴走者としての位置付け。

・「きれい」「不思議」「気持ちいい」といった感覚を　

　大切に。

・マングローブと川・海・集落・経済のつながりを紹介。

・ガイドと共に様々な切り口で問いを立てていく。

・「地域と関われた・貢献できた」と実感できる体験

・生徒1人1人が調査への「協力者」としての

　ミッションも持つ。

・見つけた生き物や環境の変化を写真やメモ等で

　記録しデータを蓄積。

探究学習で大事にしている3つの柱

第2章 この地域だからこそ生まれる“問い”

この地域では余白感を大事にしており、生徒1人1人が感じたこと・考えたことを軸にプログラムを進行することで、

ただ来て終わりではなく「地域と関われた」「貢献できた」ことが実感できる仕組みを大事にしています。
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探究テーマの多様性

自然環境
地域

経済循環

コミュニティ

自然と経済の両立

自
然

と
共

に
あ

る
暮

ら
し

暮
ら

し
を

大
切

に
し

た

経
済

の
あ

り
方

“問い”

①自然と共にある暮らし

②暮らしを大切にした経済のあり方

③自然と経済の両立

かつて、やんばるでは人と自然が密接につながった暮らしが営まれていた。

しかし近代化の中で、暮らしと自然の距離は広がっている。

長い歴史と独自の価値観をもつ地域に、効率や成長を優先する経済を

そのまま持ち込むと、暮らしは壊れてしまう。

戦後の経済発展の中で、沖縄は豊かさと引き換えに多くを失ってきた。

名護東海岸には、開発が遅れたからこそ自然とつながりが残っている。

第2章 この地域だからこそ生まれる“問い”

興味関心を軸に深める

現
状

これから、人と自然はどのような関係を築くべきだろうか。問
い

現
状

問
い

暮らしのあり方を守りながら、経済を循環させるにはどうすればよいのか。

現
状

問
い

この地域で、自然と経済をどう両立させるのか。

生徒1人1人の関心のあるテーマをもとに複数の視点で考えを深め、体験や人との出会い、振り返りを通じて

“答えのない問い”を一緒に考えていきます。
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プラン概要・料金

同時最大定員

内容
導入

カヤック

遊歩道散策

振り返り

集落散策

直売所見学

振り返り

地域探究学習プログラム 大浦川マングローブ
カヤック体験

大浦川マングローブ
遊歩道散策・集落散策

所要時間 ３時間

80名

△

○

※選択1つ

×

フルプラン ライトプラン

6時間

40名

○

○

○

○

○

○

※選択1つ

△

90分-2時間

80名

△

×

×

○

○

△

3時間

40名

○

※選択1つ

※選択1つ

△

○

※午前・午後の2チームに分けて実施することで、最大160名受け入れが可能です。

　△：時間や状況によって実施有無が変わります。

第3章 体験プログラムのご紹介

※選択1つ

事前・事後学習

1コマ約50分

-

-

-

-

-

-

-

希望に応じてフィールドワークの行程を調整し、柔軟なプログラムの実施が可能です。
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地域探究学習プログラムの流れ

第3章 体験プログラムのご紹介

学校ごとの希望に応じて事前・事後学習の実施有無やフィールドワークのボリュームを調整することができます。

３
時
間
コ
ー
ス

導入 直売所・
施設案内

10分 20分

フィールドワーク
120分

1 .カヤック体験  
2.遊歩道散策 
3.集落散策

共有・
振り返り

30分

６
時
間
コ
ー
ス

導入 直売所・
施設案内

10分 20分

フィールドワーク①

120分

1 .カヤック体験  
2.遊歩道散策 
3.集落散策

共有・振り返り
40分

ランチ
(食育ミニレクチャー-5分)

60分 120分

フィールドワーク②
1 .カヤック体験  
2.遊歩道散策 
3.集落散策
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フィールドワーク①カヤック体験 プログラム概要

名護市・大浦川に広がるマングローブ林を、2人1組のカヤックで進みながら体験します。

沖縄北部に残る手つかずの自然の中で、仲間と協力しながら巡る森は、修学旅行ならではの特別な思い出になります。

項目 内容

体験内容

所要時間

マングローブカヤック（2人1組）

約3時間（集合〜着替えまで含む）
ーカヤック体験：約70分
ー遊歩道散策：約70分

同時受入

開催地

ガイド

80名（午前・午後で最大160名）

沖縄県名護市 大浦川

カヤック5艇につき1名、遊歩道散策20名につき1名

料金 一人 4,900円（税込）

備考  ・ガイドが常時帯同し、安全管理を行います

 ・天候・潮位により実施場所や開始時間を調整する場合があります

 ・体験後はシャワー・更衣室を利用できます

受入時期 通年受け入れ

第3章 体験プログラムのご紹介
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フィールドワークオプション ドローン撮影

オプションとしてドローン撮影をつけることが可能です。普段の集合写真では伝わらないスケール感や臨場感あふれる

映像を残せます。撮影自体が非日常の特別な体験になり、思い出づくりにもぴったりです。

第3章 体験プログラムのご紹介

・静止画・動画で記録を残せます。

・撮影データは卒業アルバムなどにもご利用可能です。

・撮影データは後日ギガファイル便で送付。備考

1人あたり
料金

（税込）1,100円

▶︎ 参考動画はこちら
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フィールドワーク①カヤック体験 1日の流れ

到着から体験、着替え、出発までをスムーズに行えるよう行程を組んでおりますが、柔軟に調整が可能です。

わんさか大浦パーク到着・集合

9:00

9:10

スタッフ挨拶・安全説明・グループ分け

9:20

カヤック体験

10:30

遊歩道散策

12:00

解散

※参加人数が40名を超える場合は2班に分かれての各種体験となります。
※スタート時間、終了時間は調整可能です
※体験当日、干潮時は大浦川の潮位が少ないため、大浦湾でのシーカヤック体験のご案内となります。

第3章 体験プログラムのご紹介

※スタート時間、終了時間は調整可能です
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フィールドワーク②遊歩道・集落散策 プログラム概要

項目 内容

体験内容

所要時間

マングローブ遊歩道散策 ＋ 集落散策

約3時間
ー大浦川マングローブ遊歩道散策：約70分
ー集落散策又は地域課題探求学習：約70分

同時受入

開催地

ガイド

80名（午前・午後で最大160名）

沖縄県名護市 大浦川、大浦集落

遊歩道散策及び集落散策20名につき1名

料金 一人 3,500円（税込）

備考  ・遊歩道を歩くため、基本的に水に入ることはありません

 ・ガイドが常に帯同し、安全管理を行います

 ・動きやすい服装でご参加ください

受入時期 通年受け入れ

第3章 体験プログラムのご紹介

沖縄・名護市大浦に広がるマングローブ林と集落を、ガイドと一緒に歩いて巡るフィールドワークです。

「自然」「文化」「人の暮らし」を同時に体感し、環境と人が共に生きる沖縄ならではの知恵を学びます。
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フィールドワーク②遊歩道・集落散策 1日の流れ

ガイドとの散策を通して、地域の魅力や課題について五感を使って体験・考えるプログラムです。

わんさか大浦パーク到着・集合

9:00

9:10

スタッフ挨拶・安全説明・グループ分け

9:20

遊歩道散策

10:30

集落散策

12:00

解散

※参加人数が40名を超える場合は2班に分かれての各種体験となります。

第3章 体験プログラムのご紹介

※スタート時間、終了時間は調整可能です。
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運営体制

受入にあたって、施設として行なっている対応は以下の通りです。

第4章 活動を支える施設・受入環境

01.大人数でも回せる運営体制

・最大160名／日対応（2回転）

・40名ごとに分割運営

・少人数制ガイド配置

・経験豊富なガイド

02.雨天代替プラン

・屋内ワークショップや研修室での

　学習プログラムをご用意。

03.万全な安全対策

・救急用品の常備

・緊急連絡体制の構築

・傷害保険の完備

・事故対応マニュアル

04.柔軟に調整可能な現地対応
・大型バスの駐車場完備

・スケジュールに合わせた時間調整可能

・食事・個別アレルギー対応可能
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安全管理体制について

何かあった際の迅速な対応ができるよう安全管理体制を整備士しております。

体調不良者などが出た際もご安心いただけるよう心がけています。

●自然体験活動は自己責任です。
旅行中は体調を崩しやすく、思わぬ傷病が出るものです。例えクラス単位での活動であっても、
指導員は参加者に対してプログラムへの参加を強制しません。当日の一部見学、または欠席の
判断・対応が可能です。
体調が悪い方や身体に障害・ケガの後遺症などがある方の参加については、ご自身の判断と
指導者によるプログラム負荷のアドバイスにより参加形態を決定いたします。
参加者の皆さんのご様子を事前に事務局までお知らせください。

●万が一の事故に（事故の対応）
もしもプログラム中に、傷病・災害などの緊急事態が発生した場合は、即座に現場でレスキュー
体制をしき、傷病者を適切に応急処置し、必要に応じて搬送、最寄りの病院で専門医による
診断・処置を受けられるように対処します。

●情報伝達対応
①「緊急現場→わんさか大浦パーク」
②「わんさか大浦パーク→学校旅行本部・外部施設」
という流れで、正確かつ速やかに情報を管理します。

第4章 活動を支える施設・受入環境
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傷害保険の概要について

ツアー料金には、傷害保険への加入費用が含まれております。弊社では安全管理に細心の注意を払っておりますが、

万が一事故等が発生した場合には、下記の補償範囲内での適用となります。

ご参加にあたり、あらかじめ内容をご確認いただきますようお願い申し上げます。

※上記の補償内容では不十分とご判断される場合には、誠にお手数ではございますが、
　お客様ご自身にて別途保険にご加入いただきますよう、お願い申し上げます。

第4章 活動を支える施設・受入環境

補償内容 価格(税込)

死亡・後遺障害

入院保険金（日額）

通院保険金（日額）

最大300万円

3,000円

2,000円
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第4章 活動を支える施設・受入環境

大浦川保全利用協定 認定第13-1号の取得

体験を通じて、自然環境の保全および地域コミュニティの再生に

寄与する仕組みづくりに取り組んでおります。

マングローブ林を
踏みつけない

定期的なモニタリング
調査・清掃

カヤックツアーの
参加人数の制限

環境協力金
(寄付金)の利用

自然環境の保全および持続可能な利用を目的として、エコツアーを実施する観光事業者等が自主的に策定するルールの

ことです。この協定には、地域住民の皆さまのご意見も反映されており、その内容が適切であると認められ、沖縄県よ

り認定されています。
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第4章 活動を支える施設・受入環境

施設の特徴ー用途に合わせて利用できるスペース

デッキスペースで事前学習をしたり、

お弁当を食べたりすることが可能です。

わ ん さ か 大 浦 パ ー ク  
( 名 護 市 二 見 以 北 地 域 交 流 拠 点 施 設 )

普通乗用車 46台 / 大型バス 3台 / 優先駐車場 2台

が整備されており、駐車場も広々しています。

駐 車 ス ペ ー ス

地域で育てられた農作物の直売所や特産品の加工・

販売をしており、地域と施設の関わりを体感する

ことができます。

直 売 所 コ ー ナ ー

2024年にリニューアルしたわんさか大浦パークでは、のびのびと学習できるスペースや修学旅行の受入にあたって柔軟

に対応できる施設が充実しています。空き時間に実際に地域食材や特産品に触れられる直売所もオススメです。
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メニュー 価格(税込)

地域の旬を楽しむランチボックス
(地域特産久志カボチャのスープ付き)

特製タコライス
(地域特産久志カボチャのスープ付き)

¥1,500

¥1,000

第4章 活動を支える施設・受入環境

施設の特徴ー沖縄の食文化を体験できるランチ拠点

わんさかが修学旅行で選ばれる3つの理由

1.沖縄の“食”が学べる
地元の旬の野菜・あぐー豚などを使用し、地域の食文化を体験できます。

2.団体対応がスムーズ
お弁当対応が可能で、屋外体験や移動の多い行程にも組み込みやすいメニューです。

3.安心の運用設計
価格固定・セットメニュー・事前予約制で、スムーズな提供が可能です。

わんさか大浦パーク内のレストラン「あたいぐゎーキッチン」では、地元食材を使い、沖縄の食文化を楽しむことがで

き、修学旅行・団体向けに、事前予約のテイクアウトに対応しています。
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第4章 活動を支える施設・受入環境

施設の特徴ー用途に合わせて利用できるスペース

マルチスペース(最大40名収容可能)

・着替え 　　：フィールドワーク前後や雨天時も問題ありません。

・事前説明 　：プログラム冒頭のオリエンテーションなどで活用可能。

・ワーク学習 ：可変式のテーブルと椅子のため自由に使用できます。
※人数に応じてレイアウト調整可

休憩談話室

・先生・添乗員の待機場所

・体調不良者の一時対応

・雨天時の退避場所

わんさか大浦パーク内には、マルチスペースとして利用できる施設が複数あり、体験の合間に集まったり、

待機・救護等も対応可能です。

24



ご予約時・参加時の注意事項

第4章 活動を支える施設・受入環境

①予約時のご注意
　ご予約の際には、必ず「本予約」と「仮予約」のご明示をお願い申し上げます。仮予約の場合、実施の有無については6か月前より確認させて

　いただきます。また、3か月前には人数のご確定をお願い申し上げます。

　仮予約中に他のお客様から本予約の申し込みがあった場合、優先的に本予約を受け付けさせていただきますので、早めにご確定いただきますよう

　お願い申し上げます。尚、3か月前からのご予約は、基本的に全て本予約として受付いたします。

②参加時のご注意
　自然体験プログラムにおきましては、生物の採取や過度の接触、定められたルート外の歩行、立ち入り禁止区域への立ち入り、その他自然環境に

　影響を与える行為は固く禁止させていただきます。体験中は、必ずガイドの指示に従っていただきますようお願い申し上げます。

　万が一、ガイドの指示に従わず、目に余る行為が見受けられた場合には、安全確保のため、やむを得ずプログラムを中止させていただくことが

　ございますので、あらかじめご了承いただけますようお願い申し上げます。

③※キャンセル規定（お客様都合）
　参加者の都合によりキャンセルとなった場合は規定のキャンセル料が発生いたします。

本予約～1カ月 費用の10％

1ヵ月～1週間

1週間～前日

当日

費用の15％

費用の50％

費用の100％ 25



最後に -わんさか大浦パーク代表紹介-

深田 友樹英

＜経歴＞

・埼玉県立 浦和高等学校 卒

・東京大学大学院修了（環境学修士）

・自然科学分野の研究の傍ら、環境教育専門会社、国立公園等で環境教育の実践に携わる

・広報プランニング、地域づくりNPO立ち上げ、地域づくりコーディネーターなどを経て

・2016年より わんさか大浦パーク責任者（2021年法人化し代表取締役就任）

生態学・環境教育・地域づくりを専門とし、20年以上にわたり現場での実践を重ねてきた。

現在は、わんさか大浦パークの運営を通して、自然・地域コミュニティ・拠点機能を活かした

探究学習型・再生型エコツーリズムの構築に取り組んでいる。

わんさか大浦パーク代表

第4章 活動を支える施設・受入環境

私は幼い頃から母の故郷である沖縄を訪れるたびに、

自然の豊かさや人々の優しさにふれ、

ここは学びの宝庫だと感じながら、

多くの学びと生きるエネルギーをもらってきました。

そして今、祖父の生まれた名護東海岸のこの地域で、

わんさか大浦パークを拠点に、

「感じる・考える・関わる」体験を通して、

人生の転機となるような学びの機会を届けたいと考えています。

この取り組みは私ひとりの想いではありません。

地域の方々の強い郷土愛と願いが重なり、育まれてきました。

この地で出会う景色や暮らし、人とのつながりが、

生徒一人ひとりと地域の未来を豊かにすることを

願っています。

~代表メッセージ~

-Fukada Yukihide

希望に応じて、プロのガイドスタッフが講師となりオンラインでの事前事後学習を行うことができます。
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Thank you!
最後までご覧いただき、ありがとうございます。

株式会社わんさか

〒905-2267 沖縄県名護市字大浦465-7

tel：0980-51-9446

fax：0980-51-9447

mail：wansaka_kayaktour@wansaka-o.jp


